
ご挨拶� 日本薬剤師連盟 会長  山本  信夫

　日本人にとって「万歳！」という儀式は様々な意味合いを持っているように感じています。多くの
場合に「喜ばしい出来事が起きた」時に、皆で諸手を挙げてお祝いをする時のごくポピュラーな日本
人としての行動様式です。中には、なんで万歳なのかとずっと気になるシーンもありました。衆議
院の解散が決まると、代議士の方々は、議場で「万歳～」をされますが、なんとなく一般人が感じる「万
歳」には馴染まないように思います。
　もちろん、悲惨な戦争を経験した方々にとっての万歳は必ずしも「お祝い」の儀式とは異なった感
情を持っている方々もまだ少なくなく、子供時代の社会環境を思い返せば、さもありなんと納得して
しまう自分が随分と、年寄りに感じてしまいます。
　しかし、去る平成28年7月11日午前4時15分に、藤井基之選挙対策本部に集っていた多くの支援者
の方々が、大声で叫ばれた「万歳～！」三唱は、それが二度三度と繰り返されても、そこに集い、この時
を待ち望んでいた方々にとっては、「喜び！」以外の感情など入り込む隙間のないほど、感激的な「万
歳！」でした。
　6年前にスタートした地道な藤井先生への支援活動、参議院選挙を一年後に控えた昨夏、第一次自
民党公認候補者名簿に推戴され、明けて2016年6月22日公示後からの全国を東奔西走した選挙活動
等、日本薬剤師連盟は長く決して楽ではない、厳しい選挙戦を戦ってまいりました。しかし、それを
全うし、大願成就を勝ち取る事が出来たのも、全国の「藤井を応援しよう！」「我々の代表藤井を、三度
国会に送る！」という確信の下で、必死の形相で6年間の戦いの間、途切れることなく藤井基之先生へ
のご支援を続けてくださった、都道府県薬剤師連盟の役員はじめ、全国の会員の皆様の賜と思ってい
ます。これからの6年間も、藤井基之先生が国政の場で縦横無尽に働く事が出来るよう、これまでに
変わらぬご支援をお願い申し上げます。

参議院議員選挙を終えて� 日本薬剤師連盟 副会長兼幹事長  岩本  研

　平成25年10月2日の平成25年度臨時評議員会において「平成28年7月に予定される、次期参議院議
員通常選挙における、組織内統一候補を藤井基之参議院議員とし、万全の準備を期す。」と決定しま
した。
　それから2年と10カ月間、私の頭の中は藤井選挙のことしか考えられなくなっていました。そう
こうしている間に小田幹事長が急逝し、その責務が大きくのしかかってきました。私で大丈夫な
のか？勝てるのか？その不安に苛まされる日々が続き食事がのどを通らないこともありました。
しかしながら回りの方々に励まされて、勝たなければならない！と何度も自分に言い聞かせ、旗を
振り、皆様には厳しいことも言いました。かなり嫌われたのではと反省する限りです。
　さて今回の選挙は3期目でもあり、「藤井は大丈夫」をいかに払拭し、選挙ムードを盛り上げてい
くか？そのために「夢と希望、そして明日の現実！ 20万超！」をスローガンに掲げ、前回８位を上
回る上位当選を目指しました。
　そのためにまず後援会の基本となる「タイムテーブル」、「各種グッズ」の作成、配布を通じ、藤井
選挙があることの周知に努めました。次に各県の後援会名簿数と得票数の目標数を設定しお願い
し、全国的には「60万名簿で20万票」を目標に後援会活動を開始しました。
　結果はご案内の通り、142,132票の13位で再選を果たす事ができました。
　この数字の評価については9月の臨時評議員会の総括中間報告でも述べましたように、前回より
3,639票落としてしまいました。このことは真摯に受け止めなければならないと思っています。
色々事情のある県もあると思いますが、頑張って伸ばした県もあります。
　今後の総括では、これらのデーターの分析を基に現在片肺である日本薬剤師連盟の政治力を作
り直す時期だと思います。
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風力計組
織
力

　
藤
井
基
之
先
生
が
見
事
３
期
目
の
当
選
を
果

た
し
ま
し
た
こ
と
は
、会
員
皆
様
の
並
々
な
ら
ぬ

努
力
の
賜
物
で
あ
り
、薬
剤
師
連
盟
の
組
織
力
に

は
感
心
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
組
織
力
と
申
せ
ば
、今
夏
地
元
で
夏
祭
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
で
伝
統
あ
る
夏

祭
り
が
挙
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、地
元
の
祭
り
は

歴
史
も
浅
く
参
加
者
も
他
に
比
べ
れ
ば
微
々
た

る
行
事
で
あ
り
ま
す
が
、こ
の
行
事
を
計
画
し
た

背
景
に
は「
地
域
活
性
化
懇
話
会
」の「
住
民
を
主

役
と
す
る
新
た
な
イ
ベ
ン
ト（
ま
つ
り
）の
実
現
」

と
い
う
提
言
の
も
と
に
地
区
自
治
委
員
連
絡
協

議
会
及
び
各
種
団
体
に
よ
る
「
ま
つ
り
実
行
委

員
会
」が
組
織
さ
れ
、
地
元
自
然
公
園
を
十
分
に

活
用
し
な
が
ら
住
民
相
互
の
ふ
れ
あ
い
や
交
流

の
促
進
、魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
の
さ
ら
な

る
推
進
と
共
に
、市
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

「
ま
つ
り
」を
構
築
す
る
た
め
、検
討
が
重
ね
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果「
火
群（
ほ
む
ら
）ま
つ
り
」

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
火
群
ま
つ
り
」は「
火
、水
、歴
史
、故
郷
」を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
、
五
穀
豊
穣
と
疫
病
の
退
散
を

願
っ
て
、こ
の
地
域
で
昔
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と

い
う「
柱
松（
は
し
ら
ま
つ
）」、「
万
灯
篭
」を
中
心

と
し
た「
ま
つ
り
」で
す
。

　
当
初
こ
の
行
事
に
賛
同
す
る
自
治
会
、各
種
団

体
は
、た
か
が
人
口
９
万
の
小
さ
な
地
域
で
行
っ

て
も
失
敗
す
る
と
の
意
見
が
多
く
あ
り
、住
民
も

賛
同
が
少
な
か
っ
た
が
、そ
れ
で
も
地
域
づ
く
り

に
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
、開
催
し
て
き
ま
し

た
。
そ
れ
と
各
団
体
の
賢
明
な
る
説
得
、組
織
強

化
に
よ
り
年
々
参
加
者
が
増
え
、当
初
目
的
と
し

た
活
性
化
の
実
現
に
達
し
て
い
ま
す
。
組
織
力

と
は
一
朝
一
夕
で
出
来
る
も
の
で
は
な
く
、十
分

な
時
間
と
必
要
性
の
説
得
及
び
努
力
の
賜
物
で

出
来
る
も
の
だ
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

日本薬剤師連盟
副会長  安東 哲也

松
本
純
衆
議
院
議
員（
薬
剤
師
）、

国
務
大
臣
に
就
任

　
8
月
3
日
に
発
表
さ
れ
た
第
三
次
安
倍
第
二

次
改
造
内
閣
に
お
い
て
、
薬
剤
師
議
員
で
あ
る

松
本
純
衆
議
院
議
員
が
国
務
大
臣
〔
国
家
公

安
委
員
会
委
員
長
、
海
洋
政
策
・
領
土
問
題
担

当
、
国
土
強
靭
化
担
当
、
内
閣
府
特
命
担
当
大

臣
（
消
費
者
及
び
食
品
安
全
・
防
災
）〕
と
し
て

初
入
閣
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
薬
剤
師
議
員
の

入
閣
は
、
平
成
24
年
10
月
の
野
田
第
三
次
改
造

内
閣
に
お
い
て
、
三
井
わ
き
お
元
衆
議
院
議
員

が
厚
生
労
働
大
臣
に
任
命
さ
れ
て
以
来
4
年
ぶ

り
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。
薬
剤
師
議
員
と
し

て
幅
広
く
厚
生
労
働
行
政
に
携
わ
る
一
方
、
小

泉
内
閣
（
第
二
次
・
第
三
次
）
時
の
総
務
大
臣

政
務
官
、
麻
生
内
閣
時
の
内
閣
官
房
副
長
官
な

ど
の
要
職
を
担
い
、
当
時
の
内
閣
を
支
え
て
き

た
実
績
が
結
実
し
ま
し
た
。
国
民
の
生
活
に
関

わ
る
重
要
な
任
務
に
対
し
、
今
後
の
新
大
臣
の

手
腕
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
特
に
防
災
担
当
大
臣

と
な
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
等
、
災
害
時
に
お
け
る
薬
剤
師
活
動
へ
の

理
解
が
一
層
深
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
松
本
議
員
を
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
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目
指
せ
、薬
剤
師
議
員
!!

～
薬
剤
師
首
長
・
地
方
議
員
意
見
交
換
会
　
開
催
～

　
8
月
10
日
（
水
）
、
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
に
お
い
て
平

成
28
年
度
「
薬
剤
師
首
長
・
地
方
議
員
意
見
交
換
会
」
が
開
催

さ
れ
た
。

　
今
回
も
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
鹿
児
島
ま
で
、
全
国
で
薬
剤

師
の
資
格
を
持
つ
県
議
会
議
員
・
市
長
・
市
議
会
議
員
・
町

長
・
町
議
会
議
員
43
名
中
、
21
名
が
一
同
に
集
ま
っ
た
。

　
冒
頭
、
山
本
会
長
よ
り
日
頃
の
活
動
に
対
す
る
労
い
の
言
葉

が
か
け
ら
れ
る
と
共
に
多
く
の
参
加
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
た
。

　
続
い
て
薬
剤
師
国
会
議
員
の
挨
拶
が
あ
り
、
今
回
、
国
務
大

臣
に
就
任
し
た
松
本
純
衆
議
院
議
員
は
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
テ
ロ
や
災
害
な
ど
で
は
30
分
以
内
に
官
邸
に
駆
け
つ
け

ら
れ
る
所
に
い
る
こ
と
な
ど
、
行
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
が
、

大
臣
と
し
て
の
責
任
を
強
く
感
じ
て
い
る
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
藤
井
も
と
ゆ
き
参
議
院
議
員
は
、
薬
剤
師
は
薬
だ
け

で
な
く
政
治
を
含
め
幅
広
く
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
い
、
後
に
続
い
て
く
れ
る
若
い
薬
剤
師
が
増
え
て
欲
し
い
と

語
っ
た
。

　
ま
た
、
と
か
し
き
な
お
み
衆
議
院
議
員
は
、
患
者
の
た
め
の

薬
局
ビ
ジ
ョ
ン
で
薬
局
の
役
割
が
示
さ
れ
た
。
地
域
包
括
ケ
ア

の
下
、
予
防
か
ら
介
護
ま
で
薬
剤
師
が
関
わ
っ
て
欲
し
い
。
そ

の
薬
剤
師
の
将
来
は
今
日
の
議
員
の
皆
様
に
か
か
っ
て
い
る
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
日
本
薬
剤
師
連
盟
の
現
状
報
告
と
し
て
28
年
度
事

業
計
画
・
第
24
回
参
議
院
選
挙
結
果
・
29
年
度
予
算
並
び
に
税

制
改
正
要
望
に
つ
い
て
、
岩
本
副
会
長
兼
幹
事
長
・
石
井
副
会

長
よ
り
説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
出
席
の
首
長
・
地
方
議
員
の
自
己
紹
介
と
意
見
が

述
べ
ら
れ
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
の
運
用
法
や
地
域

包
括
ケ
ア
で
の
薬
剤
師
へ
の
期
待
、
麻
薬
小
売
業
免
許
を
有
す

る
薬
局
数
や
薬
剤
師
の
地
位
向
上
の
た
め
の
質
問
が
多
く
寄
せ

ら
れ
た
。

　
日
頃
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
方
々
の
意
識
が
、

首
長
や
議
員
で
あ
る
前
に
薬
剤
師
で
あ
る
と
い
う
強
い
思
い
が

あ
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
1
日
で
あ
っ
た
。

出席した
薬剤師首長・
地方議員 紹介

北海道
江別市長 

三好 昇北海道
赤平市議会議員 

北市 勲北海道
滝川市議会議員 

荒木 文一北海道
網走市議会議員 

永本 浩子山　形
大石田町長 

庄司 喜與太

山　形
山形市議会議員 

斉藤 栄治

栃　木
栃木県議会議員 

山口 恒夫

山　形
天童市議会議員 

山口 桂子

群　馬
伊勢崎市議会議員 

森田 修

千　葉
市原市議会議員 

小沢 美佳 岐　阜
岐阜県議会議員 

川上 哲也千　葉
鴨川市議会議員 

久保 忠一 愛　知
愛知県議会議員 

稲本 和仁 愛　知
東海市議会議員 

井上 正人

大　阪
吹田市議会議員 

池渕 佐知子

多気町議会議員 

松浦 慶子三　重

兵　庫
前太子町長 

北川 嘉明

岡　山
総社市議会議員 

村木 理英

熊　本
荒尾市議会議員 

多田隈 穣

長　崎
長崎県議会議員 

宮本 法広

鹿児島
鹿児島県議会議員 

寶來 良治

薬局の電子化が遅れ
ているので統一した
システムを作りたい。

自治体による薬局認証制度に取組む。

震災で熊本に議員として支援。

モバイルファーマシーを

配備し活用したい。

ピンクリボン運動（乳がん防止
運動）に取り組む。

学校薬剤師の報
酬改善に

取り組みたい。

若手薬剤師が議員を
目指してほしい。

地元に定着しない医師、
薬剤師問題が課題。

地域包括ケアには
薬剤師の力が重要。

熊本地震の支援に感謝。

糖尿病の予防に取組んでおり、
ベジラブ運動（野菜を摂る運動）
を推進。

アジア大会・国際展示場等
ビッグプロジェクトで地元を
元気にしたい。

学校環境衛生の改善に
取り組みたい。

中核市の可否について調査を実施している。

薬局が病気の早期発見の窓
口として評価されるよう取り
組みたい。

他職種と連携してチーム医療を推進したい。

モバイルファーマシーが国庫
補助になれば用途に制限が
でる可能性あり。

特定検診を推進したい。

地元薬剤師会が「
新米ママさん

の薬相談」「ケアマ
ネへの薬指導」

「キッズファーマシ
ー」等のイベン

トで行動力がでて
きた。

薬剤師のキーワードは

「かかりつけ」
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『
患
者
さ
ん
か
ら
感
謝
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
⑦
』

マイ
オピニオン

政府は、厚生労働省は、日本薬
剤師会は、私たち現場の話を
聞いて決めたのか！？
聞かせて下さい！
あなたの意見・見解！

本音でtalk

言
わせて！

ここで

熊
本
地
震
救
援
活
動
報
告

　
熊
本
地
震
の
前
震
の
翌
日
平
成
28
年
4
月
15

日
の
午
後
か
ら
、
熊
本
県
薬
剤
師
会
の
依
頼
で
、

益
城
町
総
合
体
育
館
へ
派
遣
さ
れ
、
日
赤
医
療

チ
ー
ム
に
帯
同
し
て
、
薬
の
在
庫
状
況
把
握
と

代
替
品
の
提
案
な
ど
の
作
業
を
日
没
ま
で
行
っ

た
。
そ
の
後
益
城
町
役
場
へ
移
動
し
た
が
、
道

路
の
寸
断
、
家
屋
の
倒
壊
な
ど
で
困
難
を
極
め

た
。
こ
こ
で
は
、
D
M
A
T
に
帯
同
し
、
大

分
県
薬
剤
師
会
か
ら
提
供
さ
れ
た
モ
バ
イ
ル

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
で
調
剤
を
行
っ
た
。
休
憩
も
食

事
時
間
も
取
れ
ず
空
腹
に
耐
え
て
い
た
午
前
1

時
25
分
ご
ろ
、
自
衛
隊
員
か
ら
残
り
物
の
豚
汁

が
提
供
さ
れ
、
一
口
飲
ん
だ
瞬
間
に
幸
せ
を
感

じ
た
直
後
が
震
度
7
、
い
わ
ゆ
る
本
震
と
な
っ

た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
か
ぶ
っ
て
お
ら
ず
、
豚
汁

は
こ
ぼ
れ
、
数
メ
ー
ト
ル
左
右
に
揺
す
ら
れ
、

ほ
ん
の
数
十
秒
が
長
く
感
じ
ら
れ
死
も
覚
悟
し

た
。
当
時
薬
剤
師
は
3
人
体
制
（
2
人
は
大
分

県
薬
剤
師
会
員
）
だ
っ
た
が
、
一
人
は
モ
バ
イ

ル
内
で
仮
眠
中
に
車
内
の
ベ
ッ
ド
か
ら
落
下
し

て
負
傷
し
て
お
り
、
私
も
膝
を
強
打
し
て
出
血

し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
重
症
患
者
の
支

援
を
優
先
す
る
た
め
、
自
分
自
身
は
治
療
も
せ

ず
、
D
r
の
補
助
を
迅
速
に
こ
な
し
少
な
い
薬

を
工
面
し
て
提
供
し
た
。
ま
た
、
こ
の
時
の
気

温
は
覚
え
て
い
な
い
が
寒
さ
対
策
が
必
要
で
、

地
面
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
敷
い
た
り
、
毛
布

を
配
布
し
た
り
し
た
。
被
災
者
の
多
く
は
着
の

身
着
の
ま
ま
集
ま
っ
て
い
た
た
め
、
私
も
夜
通

し
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
人
員
不
足
の
中
に

あ
っ
て
も
自
分
に
出
来
る
仕
事
を
見
つ
け
な
が

ら
活
動
し
た
。
少
し
で
も
安
心
感
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
努

め
た
た
め
、
多
く
の
被
災
者
に
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
い
た
。
　

　
4
月
18
日
、
19
日
の
両
日
、
九
州
大
学
大
学

院
の
永
田
高
志
先
生
（
D
M
A
T
）
と
東
京
都

八
王
子
市
よ
り
派
遣
さ
れ
た
J
M
A
T
に
同

行
し
て
、
熊
本
市
東
区
の
長
嶺
小
学
校
、
中
学

校
と
託
麻
西
小
学
校
の
三
ヶ
所
を
訪
問
し
、
15

時
30
分
ま
で
被
災
者
を
回
っ
て
診
察
に
立
ち
会

い
、
16
時
か
ら
は
東
区
役
所
で
行
わ
れ
る
医
療

ミ
ー
テ
ン
グ
に
参
加
し
た
後
、
災
害
処
方
箋
に

従
っ
て
薬
を
用
意
し
た
が
、
夜
の
22
時
ま
で
一

人
で
活
動
す
る
の
は
つ
ら
か
っ
た
。
し
か
し
、

喘
息
の
患
者
さ
ん
な
ど
、
薬
も
失
っ
た
多
く
の

被
災
者
に
感
謝
さ
れ
た
こ
と
が
心
の
支
え
と

な
っ
た
。

　
エ
ミ
ナ
ー
ス
で
は
、
5
月
10
日
ま
で
、
全
国

か
ら
支
援
活
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
薬
剤
師

を
ま
と
め
る
活
動
を
行
っ
た
。
ま
た
、
西
原
村

ま
で
移
動
し
て
J
M
A
T
に
帯
同
し
、
小
中

学
校
を
回
り
災
害
処
方
箋
の
薬
を
提
供
、
薬
剤

師
だ
け
で
も
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
い
な
が
ら
、
被

災
者
に
一
般
用
医
薬
品
の
提
供
も
行
っ
た
。
大

津
町
の
本
田
技
研
体
育
館
に
も
出
向
き
、
自
宅

に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
な
い
南
阿
蘇
村
立
野
地
区

か
ら
避
難
し
て
き
て
い
る
方
々
に
も
同
じ
よ
う

な
支
援
を
行
っ
た
。

　
エ
ミ
ナ
ー
ス
撤
収
後
は
、
益
城
町
総
合
体
育

館
や
、
益
城
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
移
り
、

熊
本
県
薬
剤
師
会
の
撤
収
に
向
け
て
準
備
を
行

い
、
上
益
城
郡
薬
剤
師
会
に
移
行
す
る
活
動
な

ど
を
行
っ
た
。
撤
収
に
あ
た
り
、
残
留
を
望
む

声
も
あ
っ
た
が
、
地
域
経
済
や
、
被
災
者
の
自

立
支
援
も
考
え
て
出
来
る
だ
け
早
い
復
興
の
た

め
に
は
、
過
剰
な
支
援
は
今
後
の
地
域
活
性
化

の
障
害
に
な
る
と
感
じ
た
。
ま
た
、
被
災
者
が

被
災
者
を
支
援
す
る
事
は
、
自
宅
も
被
災
し
て

い
る
中
、
食
事
を
用
意
し
、
道
路
が
寸
断
さ
れ

た
期
間
中
の
ガ
ソ
リ
ン
補
給
や
停
電
中
の
連
絡

手
段
な
ど
、
自
己
完
結
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
す
る
事
を
意
味
す
る
。
今
後
の
課
題
と

し
て
被
災
地
か
ら
活
動
に
参
加
す
る
人
に
も
支

援
が
必
要
だ
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
私
事
で
恐
縮
だ
が
、
私
の
家
族
も
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
で
同
時
に
被
災
し
て
い
た
こ
と
を
付
け

加
え
た
い
。
中
で
も
娘
が
東
海
大
学
農
学
部
阿

蘇
校
舎
在
学
中
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た

学
生
ア
パ
ー
ト
で
被
災
し
、
1
日
以
上
安
否
が

確
認
で
き
ず
、
支
援
活
動
中
も
生
き
た
心
地
が

し
な
か
っ
た
。
娘
は
自
力
で
帰
っ
て
来
た
が
、

こ
の
経
験
が
そ
の
後
5
月
29
日
に
、
熊
本
県
薬

剤
師
会
が
撤
収
す
る
ま
で
の
間
、
ほ
と
ん
ど
休

み
な
く
支
援
で
き
た
原
動
力
と
な
っ
た
。
最

後
に
、
会
社
や
家
族
の
理
解
な
し
に
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
出
来
な
か
っ
た
こ
と
、
物

資
も
調
達
が
難
し
い
中
、
様
々
な
こ
と
で
協
力

し
て
下
さ
っ
た
多
く
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い

る
こ
と
を
記
し
た
い
。（

熊
本
県
　
S
・
N
さ
ん
）

災
害
地
に
お
け
る
薬
剤
師
と

モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

「
薬
を
も
ら
え
た
け
ぇ
、
こ
れ
で
ひ
と
安
心
ば

い
。
あ
り
が
と
う
。」

「
お
か
げ
で
生
き
延
び
れ
る
と
た
い
。
こ
ん
車

は
、
す
ご
か
な
ぁ
。」

「
あ
ん
た
ら
も
、
大
変
や
ろ
う
に
、
ま
う
ご
つ

（
本
当
に
）
あ
り
が
と
う
。」

　
こ
ん
な
感
謝
の
言
葉
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
け

た
の
は
、
直
接
患
者
さ
ん
に
お
薬
を
渡
し
て
い

た
4
月
16
日
午
前
中
で
し
た
。

　
午
前
1
時
25
分
の
本
震
で
、
益
城
町
役
場
が

倒
壊
の
恐
れ
に
瀕
し
、
救
護
所
は
町
役
場
の
部

屋
か
ら
、
真
夜
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
町
役
場
駐

車
場
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
分
県
薬
剤
師
会
の
加
藤
と
御
手
洗
は
、
モ

バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
（
以
下
M
P
）
と
共
に

本
震
で
被
災
し
負
傷
し
な
が
ら
も
、
D
M
A
T

と
一
晩
中
、
救
護
所
で
一
人
で
も
多
く
の
人
々

を
助
け
た
い
と
、
必
死
で
活
動
を
続
け
て
い
ま

し
た
。

　
D
M
A
T
の
24
時
間
対
応
に
対
応
す
べ
く
、

熊
本
市
内
で
難
を
逃
れ
て
し
ま
っ
た
私
は
、
早

朝
益
城
町
に
戻
り
、
頑
張
っ
て
い
た
二
人
と
無

残
な
M
P
の
姿
に
、
泣
き
そ
う
で
し
た
。
宮

城
県
薬
の
M
P
チ
ー
ム
に
電
話
で
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
山
田
先
生
と
高
橋
先

生
が
益
城
入
り
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り
、

「
と
に
か
く
、
M
P
と
共
に
こ
の
益
城
町
で
、

薬
で
は
誰
も
困
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
た

い
。」
と
い
う
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

　
負
傷
し
た
彼
ら
と
事
務
局
二
人
に
は
、
ほ
ぼ

強
制
的
に
大
分
へ
帰
っ
て
も
ら
い
、
熊
本
県
薬

の
小
林
先
生
、
大
森
先
生
に
助
け
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
町
役
場
の
駐
車
場
で
活
動
を
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
衛
隊
も
好
意
的
に

M
P
を
受
け
入
れ
て
く
れ
、
場
所
を
提
供
し
て

く
れ
た
の
も
良
か
っ
た
で
す
。

　
益
城
町
役
場
の
駐
車
場
に
は
、
続
々
と
避
難

さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
お
薬
手
帳
を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
に

は
、
最
短
15
分
く
ら
い
で
お
薬
を
お
渡
し
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
薬
手
帳
の
な
い
方
に

は
、
1
時
間
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
冒
頭
の
よ
う
な
感
謝
の
言
葉
を
い

た
だ
け
た
こ
と
で
、
M
P
が
そ
こ
に
い
る
意
味

を
確
信
し
た
の
で
し
た
。

　
M
P
派
遣
に
つ
い
て
、
熊
本
県
薬
廣
田
会
長

と
大
分
県
薬
安
東
会
長
の
ご
英
断
、
心
よ
り
敬

服
い
た
し
ま
す
。

（
大
分
県
　
H
・
I
さ
ん
）

次号は、『患者さんから感謝されたエピソード⑧』について
本連盟ホームページ「POWER読者アンケート」から、どしどしご意見をお送りください。

（その他のことに対するご意見でも結構です）

http://www.yakuren.jp/

モバイルファーマシー(災害時対応医薬品供給車両)について

　公益社団法人日本薬剤師会が平成29年度予算・税制要望を発表しました。今年度、新たにモ
バイルファーマシー(以下、MP)の設置が項目の一つとして挙げられており、東日本震災、そし
て熊本震災を受けての要望となりました。
　さて、ここで改めてMPについて、ご紹介させていただきます。
　MPは、東日本大震災後の支援活動を教訓に設置され、現在、大分県、和歌山県、広島県、鳥取
県に配備されています。熊本震災後の支援活動では、その機能が初めて本格的に活用され、災
害支援活動にきわめて有用であることが実証されました。
　簡単に言うと、キャンピングカーを改造した移動式の薬局です。外装はキャンピングカーそ
のものですが、内部は、まさに薬局の調剤室で、調剤棚、自動分割分包機、水剤調剤用シンク、冷
蔵庫等が備わっており、コンパクトな調剤室というイメージです。
　乗車定員は3名、燃料は軽油で、もちろん普通免許で運転できます。
　電力に関しては、外部からの確保が困難であれば、ポータブル発電機、ソーラーパネル(車体
天井部に設置)等により、別ルートでも対応できます。
　車内にはルームエアコン、バンクベッド、カセット式水洗トイレ
も設備されており、いわゆるキャンピングカーの要素も生かされて
います。
　モバイルファーマシーは、様々な災害が発生したとき、その機動
性を活かし、薬剤師が調剤を行う基点として機能します。災害・救
護所に設けられた診療所から発行された処方箋を的確に調剤し、被
災者の方々に速やかに医薬品を供給すると共に、健康相談の応需や
衛生環境の改善などに向けて、今後も活躍していくことでしょう。
是非、全国的な設置をお願いしていきたいものです。

モバイルファーマシー豆 知 識 7vol.



支
え
る
側

　

連
日
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
の
熱
戦

が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
朝
の
ニ
ュ
ー

ス
で
私
は
歓
喜
と
大
涙
を
流
し
ま
し
た
。

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル
ス
が
宿
敵
韓

国
ペ
ア
に
快
勝
し
メ
ダ
ル
が
確
定
、
何
故

か
物
凄
く
嬉
し
か
っ
た
。
卓
球
女
子
団
体

銅
メ
ダ
ル
の
ニ
ュ
ー
ス
映
像
で
福
原
愛
選

手
の
涙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
私
だ
け
で
な

く
日
本
中
が
感
動
し
た
と
思
い
ま
す
。
私

も
大
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
選
手
を
支

え
る
側
で
印
象
的
だ
っ
た
の
は
男
子
柔
道

の
井
上
康
生
監
督
で
す
。
最
終
日
に
全
階

級
で
メ
ダ
ル
を
確
定
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は
、
し
っ
か
り
と
答
え
な
が
ら
も
涙
が

溢
れ
出
て
い
ま
し
た
。
お
家
芸
と
言
わ
れ

た
柔
道
日
本
を
指
揮
し
た
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

は
相
当
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
五
輪
出
場
選

手
は
競
技
終
了
後
、異
口
同
音「
支
え
て
く

れ
た
協
会
・
コ
ー
チ
・
家
族
・
友
人
に
感
謝
」

を
言
い
、
支
え
た
側
も
感
動
に
震
え
る
良

い
関
係
で
す
。

　

先
般
、
参
議
院
選
挙
で
日
本
薬
剤
師
連

盟
は
藤
井
も
と
ゆ
き
先
生
を
当
選
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
選
挙
に
お
い
て
私
た
ち
日
本
薬
剤

師
連
盟
や
支
援
団
体
は
協
会
・
コ
ー
チ
・
家

族
に
あ
た
り
ま
す
。

　

6
年
間
思
い
っ
き
り
プ
レ
ー
（
議
員

活
動
）
を
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
3
年
後
も
支
え
る
に
値
す
る

プ
レ
イ
ヤ
ー（
議
員
候
補
）を
決
定
し
、
感

動
に
震
え
る
瞬
間
を
味
わ
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
支
え
る
側
の
都
道
府
県

薬
剤
師
連
盟
の
3
年
間
の
覚
悟
の
あ
る
活

動
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。（

H
・
O
）

編集後記
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森
昌
平（
も
り
・
し
ょ
う
へ
い
）副
会
長

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

●
昭
和
61
年
帝
京
大
学
薬
学
部
卒
業
。

●
薬
局
勤
務
を
経
て
栃
木
県
に
薬
局
開
設
。

●
平
成
26
年
6
月
よ
り
日
本
薬
剤
師
会
副
会
長
。

●
広
報
委
員

　
　

安
東　

哲
也
、石
井　

甲
一

　
　

鳥
海　

良
寛
、大
澤　

泰
輔

　
　

大
原　
　

整
、櫛
方　

絢
子

　
　

近
藤
直
緒
美
、根
本　

陽
充

　第2次補正予算案やTPP関連法案の審議等が予定される臨時国会は、9月半ば過ぎ
に開会することで調整が進められています。国会の開会に向けて、自民党内の組織体
制も順次決まりつつあり、私は8月30日の自民党総務会において副会長に任命されま
した。
　総務会は、党大会、両院議員総会に次ぐ自民党の意思決定機関で、党内に常設する最
高位の意思決定機関であり、25名の総務により構成されています。細田博之衆議院
議員が会長を務め、会長代行、会長代理を含む7名の副会長が選任されています。総務
会は党の運営及び国会活動に関する重要事項を審議決定することが党則に規定され、
内閣が国会に提出する議案は、閣議決定前に総務会で事前承認するのが原則となって
います。会長を補佐し、その重責を果たして行きたいと思います。
　さて、平成29年度予算の概算要求は8月末に各省庁から提出されました。要求総額
は102兆円を超え過去最高となった昨年度は下回ったものの101兆円台となり、3年
連続での100兆円超えとなりました。厚生労働省の概算要求額は31兆1217億円、平
成28年度当初予算に比べてプラス2.7%、8108億円の増額要求となっています。こ
のうち年金・医療等に係る経費は、高齢化に伴う社会保障費の自然増分として6400億
円を加え、前年度当初予算比2.3%増の総額29兆1060億円となっています。
　また、厚生労働省は組織・要員について、医療・保健分野では部局が連携して対応の
必要な重要課題が多数あることや感染症等の健康危機管理をはじめ外交における重
要性も増大していることから、これらの重要施策を包括的に管理する「医務総監」（仮
称、次官級ポスト）の新設、並びに直面する働き方改革、少子化・子育て支援対策へ的確
に対応するため、労働関係部局の再編・新設を要求しています。
　年末の政府予算編成に向けて、社会保障の充実に必要な費用の獲得に努めて参りた
いと思います。
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日
本
薬
剤
師
会 

森
昌
平
副
会
長
を

お
訪
ね
し
ま
し
た

フ
ァ
ー
マ
く
ん
が
ゆ
く

　「
フ
ァ
ー
マ
く
ん
が
ゆ
く
」
シ
リ
ー
ズ
が
、

1
年
ぶ
り
に
復
活
し
ま
し
た
。
今
回
か
ら
は

（
公
社
）
日
本
薬
剤
師
会
の
副
会
長
を
訪
ね
、

担
当
さ
れ
て
い
る
業
務
や
私
生
活
等
に
つ
い

て
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
薬
剤
師
連
盟
は
、
薬
剤
師
職
能
発
展

の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
日
本
薬
剤
師
会
の

目
的
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
政
治

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
日
本
薬
剤
師

会
の
要
職
に
あ
る
副
会
長
が
ど
の
よ
う
な
方

か
を
知
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
と
考
え
企
画

し
て
み
ま
し
た
。

フ
ァ
ー
マ
く
ん
：
以
下
、
フ
ァ
ー
マ
　
森
副

会
長
、
副
会
長
選
挙
に
当
選
さ
れ
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
担
当
さ
れ
る
主
な

業
務
と
意
気
込
み
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

森
副
会
長
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
担

当
は
、
医
療
保
険
と
地
域
医
療
・
保
健
委
員
会

等
を
担
当
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
副
会
長
と
し

て
し
っ
か
り
と
会
長
を
補
佐
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
国
は
、
2
0
2
5

年
に
向
け
て
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の

構
築
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
薬
局

は
、
地
域
の
医
薬
品
等
の
供
給
拠
点
と
し
て
、

薬
剤
師
は
地
域
住
民
の
健
康
の
維
持
・
増
進
、

服
薬
情
報
の
一
元
的
・
継
続
的
把
握
と
そ
れ
に

基
づ
く
薬
学
的
管
理
・
指
導
な
ど
を
担
う
一
員

と
し
て
、
そ
の
機
能
・
職
能
を
最
大
限
に
発
揮

で
き
、
薬
剤
師
が
夢
と
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て

働
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
　
先
生
の
故
郷
を
教
え
て
い
た
だ

け
ま
す
か
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
自
慢
を
お
願

い
し
ま
す
。

森
副
会
長
　
栃
木
県
の
佐
野
市
に
な
り
ま

す
。
都
心
か
ら
約
90
キ
ロ
、
栃
木
県
の
南
西

部
に
位
置
し
、
市
内
に
は
日
本
名
水
百
選
に

も
選
ば
れ
た
「
出い
ず
る
は
ら

流
原
弁
天
池
湧
水
」、
万
葉

集
に
も
詠
ま
れ
、
か
た
く
り
の
花
が
群
生
す

る
「
三み
か
も
や
ま

毳
山
」、
藤
原
秀
郷
公
が
築
い
た
と
言

わ
れ
る
「
唐
沢
城
」、「
佐
野
厄
除
け
大
師
」、

「
佐
野
プ
レ
ミ
ア
ム
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
」
な
ど
の

観
光
名
所
等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
佐
野
ラ
ー

メ
ン
、
い
も
フ
ラ
イ
、
フ
ァ
ー
マ
く
ん
の
ラ

イ
バ
ル
で
ゆ
る
キ
ャ
ラ
日
本
一
に
な
っ
た
「
さ

の
ま
る
」
が
有
名
で
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
遊
び

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ー
マ
　
先
生
の
ご
趣
味
を
教
え
て
い
た

だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

森
副
会
長
　
最
近
、
な
か
な
か
時
間
が
取
れ

な
い
の
で
す
が
、
家
族
で
旅
行
に
行
く
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
子
供
が
小
さ
い

頃
は
、
海
水
浴
、
ス
キ
ー
を
兼
ね
て
家
族
旅

行
を
し
て
い
ま
し
た
。

フ
ァ
ー
マ
　
先
生
は
薬
局
薬
剤
師
と
し
て
長

年
に
わ
た
っ
て
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
薬
局
薬
剤
師
に
な
ら
れ
た
経
緯
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

森
副
会
長
　
お
恥
ず
か
し
い
話
で
す
が
「
薬

剤
師
に
な
り
た
い
」
と
強
い
意
志
が
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
薬
剤
師
の
家
系
で
育
ち
、
子

供
の
こ
ろ
か
ら
な
ん
と
な
く
薬
剤
師
に
な
る

も
の
だ
と
思
っ
て
い
て
…
…
。

フ
ァ
ー
マ
　
薬
局
業
務
を
通
じ
て
記
憶
に
残

る
こ
と
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

森
副
会
長
　
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
薬
学

部
を
卒
業
し
て
勤
務
し
た
薬
局
に
「
R
o
l
e

M
o
d
e
l
」
と
な
る
先
輩
の
薬
剤
師
が
何
人

も
い
て
、
先
輩
の
働
く
姿
か
ら
薬
剤
師
と
し

て
の
「
倫
理
観
」「
職
業
観
」「
使
命
感
」
を

学
ん
だ
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
3
年
に
地
元
に
戻
り
開
局
し

ま
し
た
が
、
確
か
そ
の
年
の
年
末
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
深
夜
、
近
隣
の
医
療
機
関
か
ら

処
方
箋
が
発
行
さ
れ
、
夜
、
20
数
名
の
患
者

が
来
局
し
、
待
合
室
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
妻
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な

が
ら
な
ん
と
か
調
剤
し
ま
し
た
が
、
長
時
間

待
た
せ
て
し
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ほ

ぼ
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
か
ら
夜
遅
い
時
間
の

対
応
に
感
謝
さ
れ
た
こ
と
が
思
い
出
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
　
日
本
薬
剤
師
連
盟
に
対
す
る
印

象
等
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

森
副
会
長
　
ま
ず
は
、
先
日
の
参
院
選
で
の

薬
剤
師
連
盟
の
活
動
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
日
本
薬
剤
師
会
の
役
員
に
な
っ

て
か
ら
、
連
盟
活
動
の
重
要
性
が
よ
く
わ
か
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
現
場
の
薬
剤
師
の

先
生
に
連
盟
の
活
動
、
そ
の
重
要
性
に
つ
い

て
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

連
盟
あ
っ
て
の
薬
剤
師
で
あ
り
、
そ
し
て
日

本
薬
剤
師
会
だ
と
思
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ
　
最
後
に
、
薬
剤
師
と
し
て
最
も

大
事
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
教

え
て
く
だ
さ
い
。

森
副
会
長
　「
薬
剤
師
法
第
一
条
」
を
常
に
忘

れ
ず
に
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
先

輩
薬
剤
師
へ
の
感
謝
と
次
の
世
代
の
薬
剤
師

の
育
成
で
す
。

フ
ァ
ー
マ
　
本
日
は
、
貴
重
な
時
間
を
さ
い

て
い
た
だ
き
、
ま
た
丁
寧
な
ご
説
明
を
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
薬
剤
師
の
た
め
に
ご
活
躍
い
た
だ
く

こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。


